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※今期より 「経営コンサルティング事業」「ロジスティクス事業」「デジタルソリューション事業」の3区分としていた報告セグメントを、
「経営コンサルティング事業」の単一セグメントに統合いたしました。
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今回の決算のポイント
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１．エグゼクティブサマリー

■ 売上高は第1四半期の過去最高業績を更新
■ 主力の月次支援は2桁成長するも、物流BPOの政策的縮小等により全体売上高は微増
■ 積極的な人的投資、オフィス投資、M&A投資等により、営業利益は9.0%減

2026年12月期
第1四半期
業績概要

主要KPI

2026年12月期
通期見通し

■ コンサルタント数は前年同期比9.6%増となり約100名の増加
■ 経営研究会は会員数5.5%増、月単価7.7%増となり、いずれも過去最高を更新
■ コンサルティング社数は順調に伸長、月次支援コンサルティング単価は前年同期比5.7%増

■ 過去最高業績の更新となる売上高370億円、営業利益91億円を計画
■ 株主還元は配当性向60%以上、総還元性向65%以上を目指し、16期連続増配を予定
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（1）連結収益状況
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１．エグゼクティブサマリー

売上高は第1四半期における過去最高業績を達成、営業利益は積極的な先行投資もあり減益
四半期純利益の大幅増益は、前年に五反田オフィス売却に伴う特別損失2,155百万円を計上したこと等によるもの

2026年 1Q2025年 1Q
前年同期比(%)構成比(%)金額（百万円）構成比 (%)金額（百万円）

+2.2100.07,944 100.07,775 売上高

-9.026.42,10029.72,307営業利益

-8.026.92,13629.92,321経常利益

+1658.817.51,3911.079親会社株主に帰属する
四半期純利益

※2025年第1四半期の四半期純利益は、五反田オフィス売却に伴う特別損失2,155百万円の計上あり

※
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（2）通期業績予想に対する進捗状況
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売上高

21.5％

2026 1Q
進捗率

2026年通期予想

37,000百万円
(前年比+11.0%）

1Q実績

7,944百万円

0% 100%

営業利益

23.1％

2026 1Q
進捗率

2026年通期予想

9,100百万円
(前年比+3.3%）

1Q実績

2,100百万円

0% 100%

経常利益

23.5％

2026 1Q
進捗率

2026年通期予想

9,100百万円
(前年比+2.9%）

1Q実績

2,136百万円

0% 100%

親会社株主に帰属する

当期純利益

21.2％

2026 1Q
進捗率

2026年通期予想

6,550百万円
(前年比+0.4%）

1Q実績

1,391百万円

0% 100%

１．エグゼクティブサマリー

前年同期：23.6％ 前年同期：25.9％ 前年同期：26.1％ 前年同期：1.2％
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（3）前年同期比差異分析 ＝営業利益の増減＝
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１．エグゼクティブサマリー

増収

26年１Q
営業利益実績

2,100

25年１Q
営業利益実績

2,307
169

原価減※ 人的投資
オフィス投資

M&A投資

コンサルタントを中心とした
継続的な待遇向上および
採用強化

2026年1月～
大阪本社移転

2025年度に実施した
M&Aに伴うのれん償却の
増加分

172 219
138

85 その他
106

物流BPO業務の
減少に伴う原価が
248百万円減少

（百万円）

※人件費等の売上原価を除く直接原価
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2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

5,500

2021 2022 2023 2024 2025 2026

1人当たり売上高（千円）
1人当たり営業利益（千円）
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１．エグゼクティブサマリー
（4）主要KPI指標の推移 ＝職種別人員および従業員1人当たり生産性の推移＝

従業員数

コンサルタント
人財 964名

1,473名

1,057名

1,632名

+93名
（+9.6%）

+159名
（+10.8%）

-10名
（-0.7%）

+33名
（+3.5%）

64.8%65.4%

従業員1人当たり売上高・営業利益の推移 (3か月間）

前年同期比

前年同期比

コンサルタント比率

2026年 1Q2025年 1Q

1-3月 1-3月1-3月 1-3月

-17.9％

-7.8％

1-3月1-3月
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6,434 6,527 6,625 6,683 7,067 

565 
846 

799 

435 303 

92 
182 

269 

166 
186 

202 205 201 

04,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

11,000

2022 1Q 2023 1Q 2024 1Q 2025 1Q 2026 1Q

経営者研究会会員
デジタル系サービス会員
その他会員
経営研究会数

67

129 184 206 202 221 

212 
154 193 193 

3,729 

5,257 5,464 5,721 5,616 

00

2022 1Q 2023 1Q 2024 1Q 2025 1Q 2026 1Q

セミナー開催数（対面）
セミナー開催数（web）
セミナー参加者数（名）
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１．エグゼクティブサマリー

経営研究会 会員数および研究会数の推移経営セミナー 開催件数および参加者数の推移

（4）主要KPI指標の推移 ＝経営セミナー・経営研究会の実績推移＝

-2.0％

＋5.5％
6,869 6,897

7,282

8,135
開催件数

前年同期比

参加者数
前年同期比

-1.0％

-1.8％

研究会数
前年同期比

会員数
前年同期比

※グループ全社の有料経営セミナー開催数および参加者数実績
（2022～2023年は、船井総合研究所のみの実績値のため参考数値）

341 338

227

395

※グループ全社の経営研究会会員数および研究会数実績

399

6

7,711
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268,857 

284,083 

200,000

250,000

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q

28,597 
30,804 

15,000

25,000

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q

9

１．エグゼクティブサマリー
（4）主要KPI指標の推移 ＝経営研究会・月次支援 月単価推移＝

月次支援コンサルティング 月単価の推移経営研究会 月単価の推移

※船井総合研究所主催経営研究会の月当たり会費の12か月（4四半期）移動平均値

（円） （円）

+5.7%

※船井総合研究所の月次支援コンサルティングの1か月当たり契約単価の12か月（4四半期）移動平均値

2022 2023 2024 2025 2026

+7.7%

2022 2023 2024 2025 2026
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3,775 

3,873 

4,029 

3,949 

4,049 

4,138 4,122 
4,075 

4,213 4,192 4,188 

4,358 

3,946 

4,043 

4,183 
4,122 

4,139 

4,249 4,212 4,134 

4,239 
4,300 4,282 

4,485 

4,027 
4,088 

4,252 

3,500

4,000

4,500

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

2024年 2025年 2026年

10

月別コンサルティング実績（社数）の推移

（社数）

（+1.6%）

（+1.1%）

（+2.1%）

( )内数値は、前年同月伸び率

１．エグゼクティブサマリー
（4）主要KPI指標の推移 ＝コンサルティング社数推移＝

※経営コンサルティングセグメントの統一に伴い、グループ全社における月別コンサルティング社数の実績を集計（グループ内取引除く）



2026年12月期
第1四半期決算報告
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753 

4,191 

636 642 
273 

873 810 

4,620 

657 650 
237 

610 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

経営研究会会費 月次支援 プロジェクト 広告運用 M＆A 物流BPO

2025 1Q 2026 1Q
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２．2026年12月期 第1四半期決算報告

（百万円）

+7.6% +10.2％ +3.4％ +1.3％ -12.9％

ストック収入ストック収入

業種別・テーマ別経営研究会の会費収入＝注） 経営研究会会費
定期契約に基づき、コンサルティングサービスを提供する業務＝月次支援
調査、診断、視察などスポットで発生するコンサルティング業務＝プロジェクト
コンサルティング業務に派生する広告運用業務に伴う手数料収入＝広告運用
M&A仲介、FA業務、デューデリジェンス＝M&A
物流における3PL（サード・パーティ・ロジスティクス）、共同購買サービス＝物流BPO

クロスセルクロスセル

-30.2％

クロスセル

（1）主な業務区分別売上

※経営コンサルティングセグメントの統一に伴い、グループ全社における主な業務区分別売上実績を集計

BPO
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※各グラフ上段：2026年1Q
下段：2025年1Q

２．2026年12月期 第1四半期決算報告

269
321 

332
347 

383
415

528
496 

500
567

388
600

1,128 
1,224

1,413
1,464 

専門サービス

モビリティ

運輸・物流

士業

製造業

流通・小売

医療・介護・福祉

住宅・不動産・建設

（百万円）

+3.6%

+8.5%

+54.6%

-6.1%

+4.4%

+8.3%

+19.1% 109
122

215
178

150
180

209
217

468
233

210
242

220
247

260
263

広告・印刷

環境・エネルギー

公共・官公庁

教育・保育・スクール

外食・フード

IT・OA

人材ビジネス

観光・スポーツ

+13.4%

+1.4%

+12.1%

+15.1%

+3.5%

-17.3%

+19.7%

+12.2%

-50.2%

※経営コンサルティングセグメントの統一に伴い、グループ全社における主な業種別コンサルティング＆ソリューションの売上実績を集計

（2）主な業種区分別売上

13

成長実行支援
・・・業績向上を中心としたコンサルティング分野
人材開発支援
・・・人材採用・人材育成・人事評価・組織活性化等の

HRDコンサルティング分野
価値向上支援・AI・DX支援
・・・M&A・財務・補助金等のコンサルティング分野および

AI・DXコンサルティング等の支援分野
物流BPO・その他
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２．2026年12月期 第1四半期決算報告

129 

263 

380 
457 

0

25,000,000

50,000,000

75,000,000

100,000,000

125,000,000

150,000,000

175,000,000

200,000,000

225,000,000

250,000,000

275,000,000

300,000,000

325,000,000

350,000,000

375,000,000

400,000,000

425,000,000

450,000,000

475,000,000

500,000,000

525,000,000

550,000,000

575,000,000

600,000,000

625,000,000

650,000,000

675,000,000

700,000,000

725,000,000

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q

100億企業化プロジェクト M&A仲介・DD 補助金コンサル

（3）主な中堅企業化コンサルティングテーマの売上推移

（百万円）

2023 2024 2025 2026

+103.9％

前年同期比
+44.5％

前年同期比
+20.3％

前年同期比

14



© 2026 Funai Soken Holdings Inc.

（4）連結財務状況（要約貸借対照表）

増減の主な要因増減額2026年
３月末

2025年
12月末

配当金及び法人税等の支払により現金及び預金が減少▲3,33717,37320,711流動資産

社宅売却による減少▲4132,2542,668有形固定資産固
定
資
産

グループインした子会社ののれんが増加+1951,8841,688無形固定資産

余資運用による長期預金が増加+4129,8379,425投資その他の資産

▲3,14231,35034,493資産合計
法人税等の支払により減少▲2,7615,7538,514流動負債

+54244190固定負債

▲2,7075,9978,705負債合計

自己資本比率は78.2％を維持▲43525,35225,788純資産合計

▲3,14231,35034,493負債純資産合計

（百万円）

15

２．2026年12月期 第1四半期決算報告

継続的な増配による配当金支払により、流動資産が減少
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２．2026年12月期 第1四半期決算報告
（5）TOPICS

①船井総研グループ大阪本社、JR大阪駅直結の新拠点
「サステナグローススクエア OSAKA」始動

最新設備と集客エリアの拡充、大阪駅直結の利便性は、
西日本における営業機会を最大化し、収益基盤を固める
ための成長投資とともに採用拠点としての機能も発揮

②株式会社STANDAGEと資本業務提携契約を締結

中堅・中小企業の貿易支援でトップを走る（※）STANDAGE
社の知見を融合。戦略立案から実務まで一気通貫で伴走し、
中堅・中小企業の輸出・海外展開支援を加速
※契約社数450社超（2025年12月時点）
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２．2026年12月期 第1四半期決算報告
（5）TOPICS

④2026年度新卒社員190名が入社

4月1日、コンサルタント職を中心に、グループ計190名の新
卒社員が入社。女性比率約40%に加え、独自の強みである
「家業人財」（※）は約30%を占め、持続的成長を支える人財
基盤の強化を推進
（※)船井総合研究所の新卒コンサルタント職採用のうち、実家に家業を持つ企業経営者

のご子息・ご息女

③船井総研ホールディングスと船井総合研究所、
「健康経営優良法人2026（大規模法人部門）」に認定

人財基本方針に基づき従業員の健康増進を推進
法定を上回る労働対策や、治療と仕事の両立支援など、
従業員生涯価値（ELTV）の最大化へ注力



業績予想と成長戦略
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（1）中期経営計画の進捗状況

19

高い収益性は維持しつつ、2028年はグループ売上高460億円、営業利益115億円を計画

■2026年～2028年度 売上高及び営業利益の実績と計画

３．業績予想と成長戦略

33,330 

7,944 

37,000 
41,000 

46,000 

8,813 

2,100 

9,100 10,200 11,500 

売上高 営業利益

2025年 2026年 2028年

（百万円）

実績 計画

進捗率

23.1%

進捗率

21.5%

1Q実績

売上高 3ヵ年CAGR

＋11.３％
過去3ヵ年

+9.１%

過去3ヵ年

+7.５%

営業利益 3ヵ年CAGR

＋9.３％

※2026年は大阪本社移転に伴い、固定費が年間約6億円増加
2027年
計画

2026年
計画

営業利益成長率

１２.７％
営業利益成長率

１２．１％
営業利益成長率

３．３％

売上高成長率

１１.０％

売上高成長率

1０.８％

売上高成長率

12.２％

※
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オーガニックグロース

・中堅・中堅企業化コンサル
・AX・DXコンサル 等

今後の成長率イメージ

M&A

+15～20%

2023年以降の売上高推移イメージ

+1０～15%

月次支援

経営研究会

+

重点施策

①コア事業

②重点領域

③M&A

+5～10%

オーガニックグロースに加え、重点施策＋M&Aへの積極投資で、年10%を超える持続的な成長を目指す

+10％～

2022年 2025年 2028年

110億円

240億円

110億円256億円

460億円

333億円

３．業績予想と成長戦略
（2）当社グループの成長戦略

20
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0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

0

2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026
（予）

※現船井総合研究所
グループイン

※現船井総合研究所
グループイン

設立(合弁会社) グループイン

グループイングループイン

売上高

（3）当社グループのホールディングス化以降の成長推移
2014年のホールディングス化以降、M&Aや新規会社設立により
事業領域を拡大し順調に成長

営業利益
29億円

※2022年度の期首より「収益認識に関する会計基準」等を適用。2021年度は同会計基準の変更に伴い遡及修正

124
億円

370
億円

91億円

コロナ禍

※
※

21

グループイン
※現船井総合研究所

設立
※現船井総研
ヒューマンキャピタルコンサルティンググループイン

※現船井総研
サプライチェーンコンサルティング

グループイン

３．業績予想と成長戦略
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AIで業務効率化を行いつつ、「現場の一次情報を収集」しながら「経営者に伴走する」コンサルティングを実行

AIの特徴 船井総研グループの強み

情報整理

意思決定
支援

ノウハウ
進化

統計的に確からしい仮説を提示

モデルの進化で能力が向上

言語化されていない暗黙知も整理

経営者の夢を“正解化”する伴走支援

経営者同士のネットワークで創発

デスクトップリサーチや、
データ処理・レポート作成はAIへ代替 「一次情報の収集」と「経営者への伴走」は

AI代替が極めて困難な当社ならではの強み

３．業績予想と成長戦略
（4）AI時代における当社グループのコンサルティングモデルの強み

大量のデータを高速に整理

一次情報
収集

データ化前の“生”の一次情報を収集

AI代替による
コンサル不要論
への見解

データ化された情報のみアクセス可能

当社は積極的にAIを活用していくスタンス
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３．業績予想と成長戦略
（4）AI時代における当社グループのコンサルティングモデルの強み
コンサルティングのビジネスサイクルを回す中でもAI活用を行いつつ、ヒトであるコンサルタントの強みを活かすビジネスモデル

成功事例の
ルール化＆
実行支援
（ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ）

成功事例共有
（研究会）

成功事例の
発見

(セミナー）

成功事例の発見 成功事例のルール化＆実行支援

成功事例共有

• デスクトップリサーチはAIで情報収集

• 経営者の口コミ、現地調査から、
Web上に無い成功事例を発見

• 未発掘成功企業をゲストに迎えて、
来場型セミナーを実施

• 成功事例の成立要因を、
内部環境のヒアリングでルール化

• AIを使ってデータを整理しながら
ノウハウをマニュアル化

• マニュアルをベースに
経営者への成長実行支援を実施

• 週次・日次でも細かくフォローし、
実行支援の推進を行う

• 経営KPIをAIにて常時モニタリング

• 毎月の月次支援で、コンサルタントが
ノウハウをアップデート

• 対面型の経営研究会にて、
相互の成功事例を共有し、
各社の知見を業界内でシェア

• 研究会の中で、コンサルタントより
業界別のAI活用事例もレクチャー

凡例

・AI活用業務

・ヒトによる対面業務

来場型セミナー例

業界別AI活用事例 対面型の経営研究会イメージ

成長実行支援のイメージ

マニュアル化されたノウハウ例



株主還元
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48.0
（1）配当の推移

6.1 6.65 7.2 8.05 8.9 10.0 
12.0 

15.0 
17.5 

20.0 
22.5 

24.0 

27.5 

32.5 

37.5 

42.5 

24.0

24.0

2010年2011年2012年2013年2014年2015年2016年2017年2018年2019年2020年2021年2022年2023年2024年2025年2026年

（円）

（予）

2026年度は5.5円増配し年間48円の計画
達成すると16期連続増配

2011年より
15期連続増配中

日本経済新聞社
「日経連続増配株指数」

構成銘柄
2023年6月より
3年連続採用

年間配当実績
今期予想

25

4．株主還元

（85.0）

※2026年1月に2分割の株式分割を行ったため、2010年から2025年は分割を考慮した配当金を記載、（ ）内に実際の配当金を記載

（12.2）（13.3）（14.4）（16.1）（17.8）
（20.0）

（24.0）

（30.0）
（35.0）

（40.0）
（45.0）

（65.0）

（75.0）

（48.0）

（55.0）

期末

中間
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（2）株主還元方針

1,520 1,771 2,003 2,233 2,370 2,717 3,151 3,492 3,903 999 1,500 739 260 
399 

4,309 

3,639 
2,499 

85.0

60.1 62.5

143.4

119.0

98.1

64.0
54.2 54.5

5.0
10.0
15.0
20.0
25.0
30.0
35.0
40.0
45.0
50.0
55.0
60.0
65.0
70.0
75.0
80.0
85.0
90.0
95.0
100.0
105.0
110.0
115.0
120.0
125.0
130.0
135.0
140.0
145.0
150.0

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

11,000

2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 2025年

総還元性向 50%以上
2017～2019年方針

総還元性向 60%以上
2020～2022年方針

機動的な
自己株式取得

総還元性向

65%以上

配当性向

60%以上

+

+
累進配当の実績

かつ

2026～2028年
株主還元方針

※2011年12月期より
15期連続増配中

継続的な増配や自己株式取得など引続き高い株主還元策を実施した結果、目標を達成

26
総還元性向 60%以上
2023～2025年方針

4．株主還元
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（3）資本効率目標

資本効率目標

※2011年12月期より
13期連続増配中

2028年ROE

30%

※東証プライム
上場企業全産業

平均ROE
9.4%

（出所）
東京証券取引所

「2025年3月期決算短信集計」

2025年 ROE 20%以上

2023～2025年当初目標

ROE 10%以上を維持

2017～2019年目標

15.9 16.4 17.4 
15.3 

18.2 19.2 20.0

24.3 
26.5 

2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 2025年

（％）

ROE 15%以上を維持

2020～2022年目標

東証プライム上場企業全産業平均ROE9.4%ライン

継続的な成長投資、資本効率の向上、高い株主還元の実施により、持続的に企業価値の向上を目指す

27

4．株主還元
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（4）株価水準目標

株価水準目標

※2011年12月期より
13期連続増配中

2026年PBR

高水準を維持
※東証プライム

上場企業全産業
平均PBR
1.2倍

（出所）
東京証券取引所

「規模別・業種別PER・PBR
（2025年3月末）」

PBR（株価純資産倍率）は、今後も引続き高水準の維持を目標とする

6.02

3.72

5.33 5.27 5.03 4.84 4.77 4.57 4.17

1

2

3

4

5

6

7

2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 2025年

（倍）

東証プライム上場企業全産業平均PBR1.2倍ライン

28

4．株主還元



（参考資料）
ビジネスモデル・競争優位性
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顧客リスト

約50 万件

単発 経営セミナー

会員制 経営研究会

約8,100会員

月次支援

会員数

単価

万円/年
35

単価

万円/年
330

単価

万円/回
３

約6,900社コンサルティング顧客数

約2.7万人参加者数

広告運用

プロジェクト・M&A

※数値は2025年1月～12月実績値

ストック収入
ストック収入

入会率 約10％

約50％支援化率

顧客単価
向上

クロスセル

多様なチャネルから持続的に拡大

クロスセル

（参考資料）ビジネスモデル・競争優位性

経営セミナーから顧客基盤のベースとなる経営研究会
そして月次支援につながるストック収入を安定的に創出
今後はさらに顧客単価向上を目指す
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経営セミナーを起点とする循環型サイクルで
新規顧客獲得と安定継続受注

過去最高の会員数を更新

顧客基盤となる研究会
研究会数：208
会員数 ：8,164名

年間1600本を超えるセミナーを開催

集客を担うセミナー
開催件数：1,605本
参加者数：27,179名「経営者」との直接接点から生み出される価値

||

当社グループの創業来の強み

月次支援新ソリューション

経営セミナー 経営研究会

約10,000名の
経営者ネットワーク

（2025年末実績）

（参考資料）ビジネスモデル・競争優位性

31
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・コンサルタントからの最新情報
・全国の成功事例の共有
・経営者同士の情報交換

中堅・中小企業経営者のための
「業種・テーマ別経営者塾」

＜経営研究会＞
同業種の経営者の情報交換

「師と友づくり」の場

＜月次支援＞
業種別専門コンサルティングチームが

具体的な実行支援まで伴走

中堅・中小企業経営者のための
「業種・テーマ別家庭教師」

・顧問契約型コンサルティング
・全国の成功事例に基づいた
実践的な成長実行支援

（参考資料）ビジネスモデル・競争優位性

32
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大手企業を中心に展開

資金・設備・人材等の
経営資源が豊富

中堅・中小企業を強力に支援

コンサルがしやすい
＝競合が多い

経営資源が不足で
経営難易度が高い

マネタイズが困難

大企業

中小企業

零細企業

中堅企業

コンサルが困難

大企業

中小企業

零細企業

中堅企業

+

業種別専門
コンサルティング

チーム

独自の
ビジネスモデル

船井総研
独自のビジネスモデル

他のコンサルティング会社との違い①
中堅・中小企業を重点顧客としたビジネスモデルを確立

一般的なコンサルティング会社

差異

（参考資料）ビジネスモデル・競争優位性

月次支援新ソリューション

経営セミナー 経営研究会
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一般的なコンサルティング会社

営業拠点拡大によって顧客接点を持つ

拠点コストや営業コストがかかり、
またコンサルタント間の
ノウハウの共有や品質の維持が難しい

各拠点
エリアごとに
顧客へ営業

（Push型）

営業拠点を東京・大阪に集中
専門性によって、全国から顧客が集まる

差異

各業種の
経営者から

専門コンサルティング
チームに相談
（Pull型）

他のコンサルティング会社との違い②
営業拠点を東京・大阪に集中、高効率＆高収益性の経営を実現

（参考資料）ビジネスモデル・競争優位性

拠点コストや営業コストを抑え、
またコンサルタント間の
ノウハウの共有や品質の維持にも貢献
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企画

一般的な経営理論
プロダクトアウト的発想

分断

開発・製造 マーケティング・販売 受注・サービス提供 アフターサービス

分断

コンサルティング
セールス

コンサルタント営業とコンサルの分業・不安定なビジネス構造

現場の成功事例を
ベースとした

ソリューション開発
自社開発 経営セミナー

経営研究会
業種別専門チーム
コンサルティング

業種別ソリューション
業種別グロースクラウド

月次支援
(継続型）

継続した
サポートを実施

差
異

業種・テーマ別専門チームによる一環したサービス提供体制

継続するかどうか
不透明

プロジェクト型
(単発・完結）

他のコンサルティング会社との違い③
コンサルティング業界のSPAにより高い収益性を維持

一般的な
コンサルティング

会社

（参考資料）ビジネスモデル・競争優位性
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他のコンサルティング会社との違い④
新卒中心・家業人財の採用・育成強化による人的資本経営を推進

（参考資料）ビジネスモデル・競争優位性

20.3%

35.7%

14.8%

11.5%

6.5%

5.3%

3.5%

2.4%

20-24歳

25-29歳

30-34歳

35-39歳

40-44歳

45-49歳

50-54歳

55-59歳

10.3%

10.9%

10.7%

11.2%

12.4%

14.0%

16.2%

14.3%

2025年
コンサルタント
平均年齢

32.3歳

2025年
コンサルタント
平均年収

832万円

2030年目標
1,000万円

日本人口の年齢分布 ※1 当社コンサルタントの年齢分布 ※２
グループコンサルタント採用人数

計キャリア
採用人数

新卒
採用人数

17430144
（82.8%）2021

18343140
（76.5%）2022

22573152
（67.6%）2023

20434170
（83.3%）2024

25392161
（63.6%）2025

中小企業経営の理解が深い「家業人財」の採用を強化

26年入社25年入社24年入社23年入社

31.1%37.5%35.6%40.0%
※4 船井総合研究所新卒コンサルタント職採用のうち、実家に家業を持つ

（企業経営者のご子息・ご息女）割合

※３ 括弧内の数値は、採用人数に占める新卒者の割合

※3

新卒コンサルタントの「家業人財」比率 ※4

※１（出所）総務省統計局2025年9月1日現在（確定値）年齢（5歳階級）別人口統計
※２ 船井総合研究所コンサルタント職の年齢別分布（2025年12月31日現在）

上記数値のそれぞれ20～59歳の総人数を100％として各年齢構成比の割合を算出



どんな時代にも成長し続ける企業を増やし、あらゆる人が幸せにその可能性を開花させ、
社会の生産性をも上げられる。そんな未来を私たちがリードしよう。

グループパーパス

サステナグロースカンパニーをもっと。
Sustainable Growth for More Companies



【本資料に関する注意事項】

本資料に掲載されております計画や見通し、戦略等は、現時点において入手可能な情報や合理的判断
を根拠とする一定の前提条件に基づいた当社の判断による予測です。

従いまして実際の業績等は、今後の様々な要因により、これらの見通しとは大きく変動する場合があります。

本資料の掲載内容については細心の注意を払っておりますが、掲載された情報の誤りによって生じた損害
などに関し、当社は一切責任を負うものではありませんのでご了承ください。

本資料は投資誘導を目的としたものではありません。投資に関する決定は、利用者ご自身の判断において
行われるようお願い致します。

株式会社船井総研ホールディングス コーポレートストラテジー室 IRチーム
TEL: 03-6756-9508     
Mail: ir@funaisoken.co.jp   ホームページ: https://hd.funaisoken.co.jp

IRに関するお問い合わせ先

株式会社シェアードリサーチによるアナリストレポート「船井総研グループ 統合レポート 2025」

SNSにて最新情報を発信しております

「中期経営計画 2026-2028」

https://www.facebook.com/funaisokenHD
https://x.com/funaisokenHD
https://www.linkedin.com/authwall?trk=bf&trkInfo=AQGWd1zG4V3XxQAAAZ4fb1b4Lk57A04GSW5ZOyDBZ-JUvcAarSRVKuseQujzNgNnv2J51BTHpaUJKoaHa35QQeCGpDFtWZDgyXVsfDGSLd4pbM0K6UWgiFXflGSCBMKdvYvr79s=&original_referer=&sessionRedirect=https%3A%2F%2Fwww.linkedin.com%2Fcompany%2Ffunaisokenhd
https://hd.funaisoken.co.jp/ir/strategy.html
https://hd.funaisoken.co.jp/ir/strategy.html
https://hd.funaisoken.co.jp/file/web_report2025.pdf
https://sharedresearch.jp/ja/companies/9757



